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財団の保有情報は可能な限り印刷物という形態で世の中に発表して公益に供してき

た。しかし、印刷物の配布にはコストもかかりおのずと限界があり、関係方面に平等に

供給することは不可能であった。

  本報告書で述べたWeb情報システムによる配信の目的は、この不可能を可能にする

ことにある。これが発展してWebベースが印刷に取って代る日が来ないとも限らない。

今後発生する当財団の情報は、当面は印刷物作成と並行して順次このシステムに取り込

んでいきたいと考えている。

  最後に、内容については、検討・考察が不十分な点も多々あると思われますが、至ら

ぬ点のご教示・ご指導を今後とも宜しくお願い申し上げます。
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